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　当研究所では国内経済について、様々な海外不安
要因への警戒は必要ではあるものの、「内需主導で緩
やかな回復を続ける」とみており、2026 年度の実質
GDP（国内総生産）の成長率として＋ 0.9％を予想し
ています。埼玉県経済については、人口減少や物価上
昇のピッチが全国平均よりマイルドである中、実質県
内総生産は＋ 1.0％成長すると予想しています。もっ
とも、国内、県内ともに、回復といっても、ゆっくり
と歩みを進めるといったスピード感ですから、下振れ
リスクへの注意は怠れません。そこで今月は、海外要
因と国内要因に分けてどのような留意点があるか整理
してみましょう。
　海外要因としては、①トランプ関税の影響、②日中
関係の悪化の影響、③国際紛争の拡大の影響の 3点
が挙げられます。まず、①トランプ関税の影響に関し
ては、昨年 7月の関税等の日米合意によって先行き
不透明感は後退しましたし、わが国の対米輸出が著し
く落ち込んだというわけでもありません。しかし、中
国やアジア諸国からの米国向け輸出が下振れすれば、
その製品を作るために使われるわが国の素材、部品、
製造機械へのニーズは減ります。また中国製の素材が、
米国の代わりにアジア諸国やわが国に振り向けられれ
ば、競合する日本の素材メーカーは価格・数量両面か
ら圧迫されることになります。
　次に、②日中関係の悪化の影響です。本年 1月の
ロイター通信による調査では「日本経済にマイナス影
響がある」との回答が 68％にのぼったとのことです
が、具体的には、インバウンドの減少が飲食・宿泊、
小売などに与えるダメージのほか、中国によるレア
アースの輸出管理強化がわが国企業のサプライチェー
ンに与えるダメージなどを考えておかなくてはいけま
せん。そして③国際紛争の拡大の影響ですが、ウクラ
イナなど既存の問題に加えて、トランプ政権によるベ
ネズエラ、イラン、グリーンランドへの干渉が続く中

で、原油市場の不安定化などが懸念されますし、ロシ
ア、中国の出方などにも注意しなければならなくなっ
ています。
　一方、国内要因も 3点ありまして、第一に①積極
財政の円相場、物価への影響が挙げられます。高市政
権が積極財政を掲げるもと、財政状況の悪化、財政の
継続性に対する信認の低下といった連想から、長期金
利が上昇しているにもかかわらず、為替市場ではなか
なか円安が是正されません。これにより物価が上昇す
るようなことがあれば、賃上げによる消費押上げ効果
は減殺されてしまいます。
　また、②供給制約の設備投資、公共投資への影響も
あります。供給制約といいますのは、人手不足や賃金・
資材価格の上昇見込みなどから、需要に見合った供給
がなされないということです。設備投資や公共投資の
計画自体はあっても、実行に移すことができず、結果
として景気が下振れてしまう可能性は考えておく必要
があります。これに加えて、③長期金利がおよそ 30
年振りの水準まで上昇していますが、これが個人の住
宅取得意欲や借入依存の高い企業の設備投資意欲に影
を落とすことはないか、注視していきたいと思います。
　ぶぎん地域経済研究所では、以上の点に留意しなが
ら、引き続き国内、県内の経済情勢を慎重に見極めて
まいります。

「緩やかな回復」を巡る留意点
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■  大木製菓有限会社
　  代表取締役　大木　浩一
　  〒 362-0059　上尾市平方 1855
　   URL:https://www.saikaan-ooki.com
　  （武蔵野銀行 西上尾支店取引先）　
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　2025 年 12 月、上尾の住宅街にシックな外観のスイーツ店がリニューアル・

オープンした。ここは老舗和菓子店「四季彩工房おおき」。川越で展開する「芋

屋初代仙次郎」も一緒で、カフェを併設し、お芋スイーツやソフトクリーム

も楽しめる。

　「大木製菓有限会社」は昭和 9 年（1934 年）の創業。初

代・大木仙次郎は上尾の人で、芋菓子を作って関東一円に卸

した。二代・幸一さんは現在に続く洗練された芋菓子を確立

し、三代・秀隆さんは芋菓子を継承しつつ和菓子事業を拡げ

た。現在の浩一社長は、初代から直系の四代目。社会人のス

タートは都内フレンチレストランだったが、「和菓子作りは

人の一生の節目に関わる良い仕事」との思いを次第に深め、

20 代半ばで家業に入った。以来、和・洋菓子に「芋」という

プラスαを加えることを強味に商品を展開、2010 年に社長

を継いだ。

　四季彩工房おおきの看板商品、「お芋グラッセ 妹小町」は、

二代・幸一さんの時代にできて以来、60 ～ 70 年もの間何も

変えていない。北海道産の甜
テンサイ

菜糖の上品な甘さと、紅高系芋のほくほくした

食感は、芋の選別、煮込み、蜜付け、2 回目の煮込み、砂糖づけという、数日か

かる手間ひまの賜物である。ポイントは、季節や収穫してからの経過時間で

変わってくる芋の煮込み加減。これこそが一子相伝の伝統の技だ。

　浩一社長に今後の展望を尋ねると、自社農園を市民に開放し、

サツマイモ一株一株のオーナーになって栽培してもらうことで、

芋や芋菓子をより身近に感じてもらう、そんな青写真を描いてい

るという。

2026 年経済を巡る留意点（下振れリスク）

上尾市 お芋グラッセ 妹小町

①トランプ関税の影響

②日中関係の悪化の影響

③国際紛争の拡大の影響

①積極財政の円相場、物価への影響

②供給制約の設備投資、公共投資への影響

③長期金利上昇の住宅取得、設備投資への影響
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